（様式２）                                                     　　　　　　　　校長用　　
      令和３年度　中堅教諭等資質向上研修 

「 校 長 に よ る 評 価 表 」
	氏　　名
	
	年齢　　歳
	免 許 状
	

	採用年度
	   　　 　平成　　　　年
	教職年数
	           年（現任校勤務年数　　年）

	校務分掌
	
	特記事項
	


  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　産休や育休等で未受講があった場合等について記載する。
※　評価に当たっては、「評価表の作成について」（資料４－１）の「評価基準」に準じて、評価項目ごとの評価欄に◯印で記入する。
※　特記事項等については、各評価項目の中でも特に自己の課題とする事項について簡潔に記述する。　
 Ⅰ　学習指導等に関する項目   
	評価項目
	評価
	特　記　事　項　等

（上段－事前、下段－事後）

	
	５
	４
	３
	２
	１
	

	１
授
業
の
計
画
・
運
営
	①　一人一人の障がいの状態や特性、心情等を理解し、
個に応じた指導計画を作成している。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	②　系統性・発展性のある年間指導計画を立案し、教　
育課程を適切に実施している。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	③　教科の本質を踏まえた授業を設計し、個に応じた教　
材の選択や開発等の教材研究を日常的に行っている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	④　個別指導やグループ指導など指導方法を工夫し、　
個に応じた指導の充実に努めている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑤　体験的な学習や問題解決的な学習を適宜取り入れ、主　
体的な学びを重視した学習活動の展開に努めている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	２
授
業
の
実
施

	①　一人一人の思考や判断を大切にした、幼児児童生徒
主体の授業がなされている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	②　単元の目標や本時のねらいを適切に設定し、明確な目標　
のもとで授業が展開され、わかる授業の実践に努めている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	③　発問や板書、資料や教材の提示等の基本的な指導　
技術を身につけている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	④　障がいの状態や得意とすること等に応じた補助教　
材や教育機器などの適切な活用に努めている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑤　一人一人の学習の状況を的確に把握しながら授業　
を展開し、学力の向上に努めている。　
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	３
授
業
の
評
価

	①　学習集団及び幼児児童生徒一人一人の学習状況を
的確に把握する手立てを講じている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	②　単元全体や一単位時間において、評価内容や評価　
場面、評価方法を意図的・計画的に設定している。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	③　指導目標が具体的で明確に示され、指導と評価の　
連続性が図られている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	④　幼児児童生徒のよさを積極的に見いだし、学習意　
欲の喚起や学習内容の定着に結びついている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑤　必要な資料を収集・整理し、それらを補助簿や通　
知票に活用している。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	４
自
立
活
動
の
指
導

	1 「個別の教育支援計画」や自立活動の内容を踏ま　

えた「個別の指導計画」を作成している。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	2 「個別の指導計画」には、長期的目標及び具体的　

な短期目標と指導内容、手立てが設定されている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	3 各教科等との関連を図り、一人一人の障が　

いの状態や特性等に応じた指導を展開している。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	4 幼児児童生徒の意欲的な活動を促すよう、指導方　

法の創意工夫に努めている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑤　自立活動の指導を通して、さらに必要な情報を補

い、「個別の指導計画」を修正している。　
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


Ⅱ　生徒指導等に関する項目
	評価項目
	評価
	特　記　事　項　等

（上段－事前、下段－事後）

	
	５
	４
	３
	２
	１
	

	１
生
徒
指
導

	①　生徒指導のねらいや機能を理解し、一人一人の思　
いや願いを受け止めたかかわりに努めている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	②　幼児児童生徒との信頼関係や幼児児童生徒相互の　
好ましい人間関係づくりに努めている。　
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	③　内的理解を基本に、日常的な観察を欠かさず行い、　
記録の累積に努め、それを指導に生かしている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	④　幼児児童生徒の健康・安全への配慮とともに、二次的障が
いとしての不適応行動の理解と指導に努めている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	5 他の教員とのチームワーク、保護者や関係者の協力を
得て、適切な指導に努めている。　
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	２
進路
指
導
	①　幼児児童生徒が、ふさわしい進路選択ができるよ　
う発達の段階を踏まえた指導に努めている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	② 「個別の教育支援計画」等に基づいて、一生涯にわた
る支援内容・方法を探り、適切な指導を行っている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	③  進路実現に向けた情報・資料を収集し、その適　
切な提供に努めている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


  Ⅲ　学級経営等に関する項目
	評価項目
	評価
	特　記　事　項　等

（上段－事前、下段－事後）

	
	５
	４
	３
	２
	１
	

	１
学級
経
営
	①　幼児児童生徒の実態を踏まえた学級目標を設定し、　

その目標達成のために適切な指導・支援をしている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	②　学級経営に関する事項について記録を累積し、よ　

りよい学級づくりに努めている。　
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	③　自らの学級経営の在り方を顧みるために適宜評価　

を行い、学級経営に生かしている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	２
保護者や地域連携

	1 「個別の教育支援計画」の作成にあたっては、保　

護者や医療等の関係者と十分連携を図っている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	2 指導目標や内容、指導経過等について保護者に対　

する説明責任を果たしている。  
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	3 保護者の心情を推し量り、信頼関係の構築に努め　

ている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	4 保健、福祉、労働等の関係機関の情報を収集し、　

保護者への情報提供に努めている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	5 学校の所在する地域社会を理解し、地域の人々の協　

力を得て、地域資源の活用に努めている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


　Ⅳ　教職への熱意や向上心等に関する項目
	評価項目
	評価
	特　記　事　項　等

（上段－事前、下段－事後）

	
	５
	４
	３
	２
	１
	

	１
熱意や向上
心

	①　人間性が豊かで、教職に対する情熱や教員として　
の使命感を有している。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	②　中堅教員としてリーダーシップを発揮し、企画運　

営能力を身につけている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	③　校務分掌を確実かつ適切に、責任を持って遂行し　

ている。　　　　　　　　　　　
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	④　今日的な教育的問題を常に意識し、向上心を持っ　

て職務を遂行している。　
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑤　他の教職員の指導・助言を積極的に受け入れたり、研修　

会等に積極的に参加したりして、自己の向上に努めている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑥　後輩職員への適切な助言ができ、信頼度も高い。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


	評価項目
	評価
	特　記　事　項　等

（上段－事前、下段－事後）

	
	５
	４
	３
	２
	１
	

	２
教
員
と
し
て
の
資
質
	①　時と場に応じた言動が適切で、服装や身だしなみ　

もきちんとしている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	②　互いの立場を尊重し、協力し合いながら、職場の　

よりよい人間関係の保持に努めている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	③　自らの使命を自覚しつつ、ライフプランの再構築　

を図りながら研修に取り組んでいる。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	④　諸表簿の作成や管理が適切に行われており、文書　

の処理や活用する能力を身につけている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	6 常に危機管理意識を持ち、問題や事故が発生時の初期対　

応の仕方や、報告・連絡・相談する姿勢が身についている。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


	【研修履歴等に関すること】〈過去の研修履歴やこれまで勤務した学校における勤務経験などの参考事　　　　　　               　　項について記入する。〉

	

	

	

	【総合所見（事前）】〈適性に関することや、得意分野として伸ばすべき点及び克服を望む苦手な点な　　　　　　　　　　　　ど、研修計画の作成に当たって反映させたい内容を記入する。〉

	

	

	

	【総合所見（事後）】〈自己目標の達成状況を含めた研修後の成果、今後も継続して支援していきたい　　　　　　　　　　　　点などを記入する。〉

	

	

	

	

	


	評価者
	【事　前】

評価年月日
	令和　　年　　月　　日
	職名
	
	氏名
	

	
	【事　後】

評価年月日
	令和　　年　　月　　日
	職名
	
	氏名
	


	
	
	
	
	
	
	


印
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